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安田彰先生のご退職にあたって
To Commemorate Professor YASUDA, Akira Retirement
髙橋 量一＊
TAKAHASHI, Ryoichi
安田彰先生は，平成29（2017）年3月31日をも
って，亜細亜大学経営学部ホスピタリティ・マネ
ジメント学科を，定年でご退職されます。本学科
設立以来，8年間の長きにわたり専任教授として
ご尽力をくださったこと，心より御礼申し上げま
す。
安田先生は，昭和44（1969）年3月に東京外国
語大学外国語学部ロシア語学科をご卒業された後，
株式会社日本交通公社（現 JTB）にご就職され
ました。東京日本橋支店業務課長，東京営業本部
海外旅行課長など，日本交通公社の花形とも言え
る役職を務められたあと，JTB America, Ltd. 取
締役副社長を務められるなど，海外で大いにご活
躍され，平成8（1996）年に同社人事部長を，平
成10（1998）年に同社取締役 IT 企画部長を務め
られ，平成14（2002）年には財団法人日本交通公
社常務理事に就任，平成16年6月からは，独立行
政法人国際観光振興機構（日本政府観光局）理事
を務められました。その間，早稲田大学商学部，
一橋大学大学院商学研究科の寄付講座ではで非常
勤講師を務められるなど，教育分野でも活躍され，
平成21（2009）年に本学本学科の教授に就任され
ました。
社会活動としては，平成14（2002）年に交通文
化振興財団の理事に就任され，また，平成18
（2006）年12月に開催された第7回日豪観光交流
促進協議に日本側代表の一人としてご出席になり，
平成24（2012）年4月には日本国際観光学会
（JAFIT）の理事にも就任されました。そのほか，
社団法人日本経済調査協議会委員長補佐，都市農
山漁村交流活性化機構委員など数々の委員を歴任
されると共に，多数のご講演を行っていらっしゃ
いました。
こうした安田先生のご経歴を拝見すると，安田
先生が第一級の実務家であられたと共に，最高の
教育者であられたことが分かります。ホスピタリ
ティ・マネジメント学科の教育理念は「理論実務
融合型教育」であり，その教育目標は「高度な実
務スキルとホスピタリティマインドをもった人材
を育成する」ことにあります。安田先生は，本学
科が標榜する教育の象徴的存在でした。
実務と理論の融合と言葉で言うのは簡単ですが，
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それを教育現場で実現するのは並大抵のことでは
ありません。安田先生は，常に学生と親身になっ
て接しておられました。安田先生の研究室は別名
「安田カフェ」と呼ばれ，学生が気軽に出入りで
きることで有名でした。安田先生の教育スタイル
は，スキルのみならず，ホスピタリティマインド
を涵養するという本学科の教育目標にピッタリの
ものであったと思います。
安田先生は，多くの素晴らしい卒業生を世に送
り出してくださいましたが，もっと言えば，設立
したばかりの本学科そのものを大切に育んでくだ
さったと言っても過言ではありません。本学科設
立と同時に刊行された紀要誌『ホスピタリティ・
マネジメント』の論壇に，安田先生の名前がない
号はありません。平成22（2010）年の創刊号に掲
載された「あこがれの喪失と旅ごころの回復」を
はじめ，平成28（2016）年の第7巻で繰り広げら
れた「武井武雄の『心の旅路』－『ラムラム王』と
『あるき太郎』をめぐって」に至るまで，安田先
生の文章は読む者に強い情感を抱かせる強い訴求
力がありました。それはしばしば「旅」という言
葉にこめられた情感であり，安田先生の著作は，
旅の物理的側面ではなく，むしろ認識的側面を重
視しておられたように思います。こうした安田先
生の強い思いが教育の場で高い効果を上げるとと
もに，本学科の研究および教育の結晶である紀要
誌を通して，スキルのみならずホスピタリティマ
インドを重んじた本学科のバックボーンを作り上
げてくださったのです。
安田先生は，上で挙げた学術論文以外にも，著
書単著3冊，共著4冊を出版しておられます。学
生教育，社会人教育のみならず，研究面でも大変
素晴らしい仕事をなされました。
安田彰先生，8年間，まことにありがとうござ
いました。これからの先生のますますのご活躍と
ご健勝を，心より祈念申し上げます。
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